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中学校移動教室の実施について

1 経 過

本区では、例年 「あだたら高原学園」を利用 して中学校移動教室を実施 していたが、

昨年 3月 の東 日本大震災による影響から、平成 23年 度については、急返 2学 期以降

に民間宿泊施設を利用 した移動教室を実施することとした。

また、平成 24年 度についても、2泊 3日 の移動教室が可能なように、民間宿泊施

設の利用を前提に した 「移動教室事業委託事業者」の選定手続きを進めている。

2 平 成 23年 度の移動教宝

2学 期中の移動教生iよlo校 が、登由 ・ハイキング、自然観察、体験学習などを内

容 として1粕梨県、群馬県、神奈)1県等で実施 した。また残 り 14校 は、 3学 期中に、

スキー ・スケーート等を中心に長野県、ど1梨県、神奈川県で実施する予定。

3 平 成 必14千度の移動教室の実施方法

(1)ロ  ド|

十学 2学 年を対象に集iヨ生活をすることに〔kり 人間性を高め、社会性を育てる。

また、登JJゃハィキングなどの活動を通 して、自然に触れ るとともに、体力を試

し、健康な心身の重要さを体験 させる。

(2)委 f壬事実者の選定

2ヤとit子門の行稗での移動数室が 可能 となるよう、民閥宿泊施設を利用 して実施す

る。なお、宿泊施設年については、事業者が持つ豊富な情報をはじめ、専門性、企

画力を充分に検討 し、委託事業宝t)含めて、より充実 tンた内容のものを結合的に判

断するアロポーザル方式により委託事業者を決定する。現在、選定中である.


